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●本日の司会       （内藤 征一副 SAA） 

 

 
 

●開会点鐘        （平畑 秀東副会長） 
 

●ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱 
 

●幹事報告         （小島 弘明幹事） 

 

7 月 9 日（水）、本日、伊藤会長

は地区の会長幹事会に出席のため、

ハイアットリージェンシー東京へ

行っておりますので、平畑副会長

に代わりをお願いいたしました。 

7 月 4 日（金）SAA・親睦委員会・

プログラム委員会の合同炉辺を西

野会員宅で開催いたしました。同日、志賀社会奉仕委員

長、岡野副委員長が、商工会会館にて、くじら祭の話し

合いに参加しました。 

7 月 9 日（水）、本日、くじら祭第 4 回実行委員会へ志

賀社会奉仕委員長に参加していただいております。 

 本日の例会終了後、理事会を開催いたしますので、理

事役員の皆様はご出席をお願いいたします。 

 

●ニコニコ BOX発表  （石岡 孝光親睦委員長） 
 

・小島幹事 各委員長、よろしくお願い致します。 
 

7 月結婚記念 

山中会員・指田会員 
 

7 月誕生記念 

宇田川会員・滝野会員 
 

●出席報告      （工藤 開光出席委員長） 
 

会員数  45 名 出席義務会員 43 名 

本日の出席 26 名（メイクによる出席者数を除く） 

 

●新年度各委員長活動方針Ⅰ 

 

★山中 秀一ロータリー財団副委員長 

本田委員長が本日所用のため欠

席ですので、私が代わりに発表させ

ていただきます。 

メンバーは委員長の本田会員、渡

邉会員、副委員長の私です。 

基本方針会員各位に財団の意義を

深めて頂く為のプログラムを実施

する 

事業計画①ロータリー財団月間（11 月）には、地区委員

を招聘し卓話をお願いする。②ポールハリスフェロー、

ベネファクター寄付を会員に対しお願いする。③ポリオ

撲滅のためのロータリープログラムに、積極的に参加す

る。今回は、車椅子のための補助金も承認されましたの

で、そちらにも力を注いでいきたいと思いますので、皆

様のご協力をお願いいたします。 
 

★荒川 義昭米山記念奨学委員長 

メンバーは、副委員長の前澤会員、

渡邉会員です。 

基本方針（財）ロータリー米山記念

奨学会の意義・目的である、米山記

念奨学生が、将来「母国と日本の懸

け橋となり、国際間の理解と親善そ

して国際平和の創造と維持に貢献

する人材を育成すること」に、理解

を深め、協力をしていく。 

事業計画①米山奨学金の普通寄付を行う。また、特別寄

付金への理解をいただき米山功労者及び準功労者を推進

する。②本年度の米山奨学生レ・ホアン・アンさんに、

ロータリー活動を通して社会貢献と親睦の意識を高めて

もらうよう努める。③例会において米山奨学生による卓

話を行う。その他に、米山記念奨学会で色々な研修もあ

りますので、何か皆様にお伝えすることがありましたら、

ご報告いたします。 
 

★工藤 開光出席委員長 

基本方針～出席率向上の為、楽しく

明るい例会に努める。 

事業計画～①例会での出席率の発

表②点呼、集計の迅速化 

メンバーは、副委員長に田畑会員、

大久保会員、柴田会員、清水会員、

曳地会員、若杉会員です。 
 

2014 年（平成 26年）7月 9 日（水） 

第 1188 回 例会報告 
 



★指田 裕士会報委員長 

メンバーは、副委員長に宇田川

会員、阿部会員、大久保会員です。 

基本方針予定されている例会・行

事等の情報提供及びその報告や告

知事項を読みやすく編集し会員へ

届ける。 

事業計画①例会での会長・幹事・

各委員長の報告事項を掲載する。

②炉辺会議や会員情報を掲載し会員同士の交流を深めら

れるように努める。 

今までも読みやすく良い会報を作っていただいていた

のですが、それ以上を目指して頑張りたいと思います。 

一番のメインの仕事は写真を撮るということなので、ア

ングルなど色々考えてやっていきたいと思います。 
 

★佐藤 義弘プログラム委員長 

メンバーは、副委員長に西野会員、

鈴木会員、山中会員、渡邉会員、渡

部会員です。 

基本方針「ロータリーの原点は例会

にあり、楽しい例会はプログラム次

第」との認識のもと関係各委員会と

連携しながら当クラブにふさわし

い年間プログラムの作成に努める。 

事業計画①奉仕プロジェクト委員長、クラブ管理運営委

員長はじめ、SAA、親睦、出席委員会と緊密な連携をとり

ながら充実した例会となるよう努める。②ロータリー月

間に即したプログラムは各委員会に担当していただきロ

ータリー活動への理解を図る。→9 月は青少年月間、10

月は職業奉仕月間、11 月は財団月間など、その月を担当

する委員会が、地区から詳しい方をお招きするなど、計

画をしていただきたいと思います。③会員卓話を充実し、

会員相互の親睦を深めるようなプログラムに努める。→

「年男、大いに語る」「私の履歴書」などご自分に関する

ことをお話ししていただくことも考えております。 

「ロータリーの友」が毎月第一例会に配布されており

ますが、皆様サッと目を通すくらいではないかと思いま

すので、情報委員会で「友」の中で共有出来る情報を第

一例会で報告をしていただこうかなと計画しております。 
 

★前澤 外喜男増強委員長 

増強を 5 年間やりまして、50 人

を達成して 25周年も盛大に終わり、

やり終えたと思っていましたが、退

会者が出ました。その中のお二方は、

チャーターメンバーで 25年間やっ

てこられた、及川さんと柴田さんで

す。お二人とも、金は出すけれども

口は出さないという方達でした。及

川さんに寄付が足りないと言った時には、女房の名前で

出すよ、とポンと出して下さいました。退会の原因は、

体調が悪いということで止むを得ないなと思います。お

近くに住んでいらっしゃいますので、これからもお付き

合いを続けたいと思います。 

地区の増強セミナーが毎年 6 月されます。故小粥ガバ

ナーが、三本柱は寄付金、親睦、増強だと仰っておられ

ました。今年度の坂本ガバナーがその方針を受け継ぎま

した。特に親睦については出席を意味していると思いま

す。増強についてはプログラム、事業など企画を立てる

中で、数がものを言うのだと感じております。伊藤会長

には、息子を入れるから頼むと言われ、引き受けた訳で

すが、反省をしながらも今年からまた新たに、30 周年に

向かって頑張らなければならないと感じております。 

新たな試みとして、皆さんにロータリーの PR をしていた

だきたいと思います。ロータリーは何をしているのかと

いうことを知っていただきたいと思います。そのために、

食事でも卓話でもいいので、お誘いをして欲しいと思い

ます。 

増強月間は、毎年 8 月です。8 月はくじら祭や休会もあ

るので、9 月に増強フォーラムを開催したいと思います。 

メンバーは、副委員長に内藤会員、岡野会員、佐藤会

員、下田会員、西野会員、平畑会員、村野会員、渡部会

員です。 

目標は純増 3％を挙げさせていただきましたので、よろ

しくお願いいたします。 
 

●委員会報告 
 

★曳地 義正国際奉仕委員長 

前々回の例会で、7 月 20 日（日）、8 月 17 日（日）に

車椅子の協力依頼が来ているとお伝えしましたが、20 日

は中止、17 日についてはもう少し検討しますが、中止に

なる可能性が高いと思います。正式に決まりましたらま

たご連絡いたします。 
 

●次週例会予定 （佐藤 義弘プログラム委員長） 

 

7 月 16 日（水） 

濱仲ガバナー補佐訪問・昭島 RC 会長幹事訪問 
 

～新年度活動方針Ⅱ～ 

内藤 征一奉仕プロジェクト委員長 

村野 靜男クラブ管理運営委員長 

志賀 義任社会奉仕・環境保全委員長 

西野 勝介会場監督（SAA） 

若杉 司青少年委員長 

下田 安治情報委員長 

星野 宗保選考分類委員長 
 

●閉会点鐘        （平畑 秀東副会長） 

 
 

7 月 4 日（金）「伊藤・小島年度に向けて」 
 

SAA・親睦委員会・プログラム委員会 

合同炉辺会議 開催 

（西野会員宅 にて） 


